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A text-mining analysis of speeches by the 
presidents of global universities in Japan: 

Do they lead their freshmen to nurture global perspectives? 
 

Takanori MIKAMIA 
 

Abstract: It is a common phenomenon that few students listen to their presidents' 
remarks at the entrance ceremonies. However, the presidents usually declare their 
universities’ educational purposes and policies in those speeches. We should pay more 
attention to those speeches. This paper explores those speeches that explain how to 
lead their freshmen to nurture global perspectives. The selected leading universities 
receive huge public funds from the government. In this paper, I conducted a 
text-mining analysis in which I compared presidents’ speeches with diet discussions 
on fostering globally-oriented students. The analysis revealed that the Japanese diet 
aims for some of the universities in Japan to be listed among the top 100 universities 
in the world and is less interested in educating for globally-oriented citizens. On the 
other hand, there are numerous insightful ideas and messages in the presidents’ 
remarks. Therefore, those universities are successful in showing laudable educational 
global perspectives, while the diet discussions are relatively short of relevant 
arguments. 
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２.	 分析方法と先行研究 
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３.	 国会審議のなかのスーパーグローバル大学 

  

比率の向上、英語による授業の拡大、成果指標の設定

と徹底した情報公開が課された要件となる。東京工業

大学はトップ型13校の一つである。 
「平成 28 年度行政事業レビューシート」（事業番号

0145）〔事業名：スーパーグローバル大学事業〕に基

づいて事業としての位置づけをより明確に示すと、こ

れは「世界的に国境を越えた学生・教員の流動性が高

まり、国際的な大学間連携の動きも進む中、我が国の

大学の国際化は十分ではなく、世界的な大学ランキン

グでも外国人留学生の割合等が反映される国際関係の

指標において評価が低い状況にある。本事業では、こ

のような状況を打破するため、我が国の大学の国際化

を強力に推進し、大学の改革を促し、国際競争力を向

上させることを目的としている」（文部科学省 2016）。 
行政事業レビューシートには「成果目標及び成果実

績（アウトカム）」が二つ、「活動指標及び活動実績（ア

ウトプット）」が三つ並ぶ（文部科学省 2016）。前者

は①外国人留学生比率の向上、②外国語力基準を満た

す学生数の比率の向上、を定量的な目標としている。

後者は①外国語による授業の実施率、②ナンバリング

実施割合、③専任教員の年俸制の導入、を挙げる。 
外国語の授業の実施率を上げることで学生の外国語

力向上を企図することは理解できる。しかし年俸制の

導入やナンバリング実施をアウトプットとする事業を

遂行しても、外国人留学生の比率の向上には直結しな

いだろう。そもそもの事業目的である大学の国際競争

力の向上にはつながらない。この事業の論理モデルに

問題が存在する[3]。財政難のなかで巨費を投じる事業

であるだけに、その効果を吟味する慎重な審議が国会

には求められる。ここでの国会審議は水平的アカウン

タビリティに該当する[4]。文部科学省の事業に対する

有効性を吟味する場として、国会審議への期待もある。

本稿でスーパーグローバル大学にかかわる国会審議を

分析する意味の一つもここにある。 
ところで super global university は和製英語であ

り、これを「SGU」との略称で呼ぶことにも法的問題

がある。札幌学院大学が「SGU」を商標登録している

からである（朝日新聞 2016）。計画としてはトップ型

最大 5 億円、牽引型最大 3 億円を最長 10 年間支援す

る予定だったが、実際は 2015 年度平均支援額でトッ

プ型が2億8800万円、牽引型が1億3100万円で、「ま

るで詐欺」との声もある（朝日新聞 2016）という。

スタートから順風満帆とは行っていない。 
 
２. 分析方法と先行研究 
学長式辞の分析にはKH Coderという計量テキスト

分析のためのフリーソフトを用いた。これは文章、語

句を分析対象として、その特徴を視覚的に浮かび上が

らせることができる。このフリーソフトを用いたテキ

ストマイニングの先行研究は枚挙に暇がない。しかし、

現時点でこれを用いたグローバル人材育成に関する議

論は見つけられなかった。 
またスーパーグローバル大学とグローバル人材育成

を関連付けた論考も、まだそれほど多く存在していな

い。嶋内（2014）は、一般的なイメージとしてグロー

バル人材が「コミュニケーション能力や異文化適応能

力を持ち、地球規模の問題に対し積極的に取り組み貢

献することができる人材」（p. 109）とのとらえ方を紹

介する。その上でグローバル人材に関連して語られる

「日本人としてのアイデンティティ」概念についての分

析を行い、さらにスーパーグローバルに限定されない

裾野を広げたグローバル人材育成の必要性を指摘して

いる（嶋内 2004）。 
本稿の議論の先に、今後の課題としてスーパーグロ

ーバル大学とそれに選定されていない大学におけるグ

ローバル人材育成に対する視点を分析することがある。

ただその場合、37校の学長式辞を大幅に上回るテキス

トが分析の対象となる。ここでは、文字通り文部科学

省のいうトップ型、牽引型を代表として範囲的には限

定的な分析となる。 
以下ではまず「スーパーグローバル大学」に言及し

ている国会審議における発言を、次いでスーパーグロ

ーバル大学学長の式辞を取り上げてテキストを比較す

る。さらにグローバル人材の定義で用いられる語句と

の関係性をクロス集計によって分析し、視覚化のため

に図示する。 
 
３. 国会審議のなかのスーパーグローバル大学 
スーパーグローバル大学支援事業について、文部科

学省の狙いも含めてその意図を精査するための一つの

試みは、国会審議の内容を検討することである。言う

までもなく、国会は国権の最高機関であって、国民の

代表が様々な角度から政府の施策全般について質疑応

答を繰り返し、政策の内容を吟味している。スーパー
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図 1	 国会審議共起ネットワーク	 
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表1	 トップ型大学	 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

表2	 牽引型大学	 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

  

  
100

90
  

26
13

TGL

FGL

1 3

 

18 グローバル人材育成教育研究　第3巻第2号　(2016)

18



  

2
 2016  

 

 
30

3 4

5

30  
 

表3	 トップ型頻出語句	 
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表4	 牽引型頻出語句	 

    
 184  54 

 182  48 
 104  46 
 97  45 
 94  43 
 94  42 
 80  40 
 72  39 
 72  38 
 66  37 

 64  37 
 62  34 
 59  34 
 59  32 
 57  31 

 
表5	 国会頻出語句	 
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図2	 トップ型共起ネットワーク	 

 

 
図3	 牽引型共起ネットワーク	 
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５.	 クロス集計分析 

2011
3

6

 2014

1
5

7
4 8

 
 

表6	 グローバル人材の3要素	 
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表7	 コーディング	 

  
 

 
 

 

  
 

 
図4	 コード出現率のバブルプロット	 

 
表8	 コード出現率	 

  
   

 
 

 

 55 (2.82%) 238 (12.21%) 78 (4.00%) 1949 

 8 (5.10%) 9 (5.73%) 22 (14.01%) 157 

 63 (2.99%) 247 (11.73%) 100 (4.75%) 2016 

 1.864 5.282* 30.018**  

 p<.01, p<.05 
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